
イ
ナ
ス
四
一・
四
％
と
な
っ
た
。
こ
の
減
少
幅

は
単
独
で
見
る
と
驚
く
べ
き
も
の
だ
が
、
二

月
が
マ
イ
ナ
ス
四
五
・
五
％
だ
っ
た
こ
と
と
比

較
す
れ
ば
明
る
い
の
で
あ
る
。

そ
の
内
訳
は
、
中
国
向
け
が
今
年
一
月
を

底
に
、
前
年
同
月
比
で
の
マ
イ
ナ
ス
幅
が
着

実
に
縮
小
し
、
三
月
は
マ
イ
ナ
ス
二
九
・

五
％
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、ア
メ
リ
カ
向
け
が
、

二
月
の
マ
イ
ナ
ス
五
五
・
五
％
か
ら
マ
イ
ナ

ス
四
九
・
五
％
へ
と
改
善
し
て
い
る
。
中
国
が

必
死
で
景
気
対
策
を
講
じ
て
い
る

か
ら
、
中
国
向
け
輸
出
が
回

復
基
調
に
あ
る
の
は
当
然
と

し
て
、
ア
メ
リ
カ
向
け
が
底

入
れ
し
た
か
に
見
え
る
の
は

「
ほ
っ
と
一
息
」で
あ
る
。

四
月
末
に
経
済
産
業
省

が
発
表
し
た
三
月
の
鉱
工
業
生

産
指
数
も
前
月
比
で
六
カ
月
ぶ

り
に
上
昇
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
、

輸
出
が
底
入
れ
し
た
か
ら
だ
ろ

う
。
問
題
は
、
輸
出
の
底
入
れ
が

本
物
か
ど
う
か
で
あ
る
。
も
う
数

カ
月
、
様
子
を
見
な
い
こ
と
に
は

確
た
る
こ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、

今
年
の
一
〜
三
月
は「
落
ち
る
と

こ
ま
で
落
ち
た
」状
態
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
〇
〇
九
年
度
の
業
績
水
準
は
予
測
困

難
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
一
〜
三
月
が

ど
ん
底
だ
っ
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
企
業
と
し
て
、
後
ろ
向
き

の
処
理
だ
け
に
追
わ
れ
る
段
階
を
過
ぎ
た
。

新
た
な
事
業
展
開
を
真
剣
に
考
え
る
段
階

を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
戦
略
的
に
眺
め
れ
ば
、

世
界
全
体
が
混
乱
か
ら
抜
け
き
ら
な
い
だ

け
に
、
チ
ャ
ン
ス
が
ど
こ
に
で
も
、い
く
ら
で

も
転
が
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

月
一
日
、
日
銀
短
観
の
集
計
結
果
が

公
表
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
と
い
え

ば
、
周
知
の
よ
う
に
、
企
業
の
業
況
判
断
指

数（
業
況
が「
良
い
」-

「
悪
い
」）が
急
落
し
、
大

企
業
・
製
造
業
で
は
一
九
七
五
年
の
第
一
次

石
油
危
機
当
時
に
経
験
し
た
水
準
を
も
下

回
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
動
車
や
電
気
機
械
に
代

表
さ
れ
る
日
本
の
主
力
産
業
が
、一
昨
年
ま

で「
絶
好
調
」を
謳
歌
し
た
も
の
の
、
急
転
直

下
、
絶
不
調
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

業
況
判
断
指
数
の
急
落
は
企
業
業
績
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
に
、
短
観
に
示

さ
れ
た
大
企
業
の
経
常
利
益
の
実
績
と
予

想
を
ま
と
め
て
お
い
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
二
〇
〇
八
年
度

の
下
期
、
製
造
業
が
赤
字
に
陥
る
と
予
想

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
短
観
の
調
査
時

点
は
三
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
赤
字
は
ほ
ぼ

固
ま
っ
た
数
値
で
あ
る
。
製
造
業
が
赤
字
に

陥
る
の
は
、
自
動
車
と
電
気
機
械
の
赤
字
額

が
大
き
い
た
め
で
あ
る
。
一
方
、
非
製
造
業

は
、
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
二
〇
〇
七
年
上
期
と

比
べ
て
経
常
利
益
水
準
で
ほ
ぼ
半
減
す
る
も

の
の
、
製
造
業
ほ
ど
ひ
ど
い
状
態
で
は
な
い
。

先
行
き
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
九
年
上
期
は
製

造
業
、
非
製
造
業
と
も
増
益
に
転
じ
る
と
計

画
し
て
い
る
。
し
か
し
、
下
期
は
再
び
減
益

の
予
想
で
あ
る
。
た
と
え
ば
自
動
車
の
場
合
、

二
〇
〇
八
年
度
下
期
は
一・
四
兆
円
の
赤
字

だ
が
、
二
〇
〇
九
年
度
上
期
は
〇
・
九
兆
円

の
黒
字
に
回
復
し
、
そ
の
後
、
下
期
に

は
再
び
一
・
二
兆
円
の
赤
字
に
な
る
と

し
て
い
る
。
こ
の
先
行
き
予
想
が
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
、
企
業
自
身
、
二
〇
〇

九
年
度
の
業
績
水
準
に
つ
い
て
確
信
が

持
て
な
い
と
の
実
情
だ
ろ
う
。
と
は
い

え
、
悲
観
一
色
に
な
り
た
く
な
い
か
ら
、
上

期
を
強
気
に
予
想
す
る
一
方
、
下
期
は
適
当

に
数
字
を
放
り
込
ん
だ
と
も
思
え
て
く
る
。

で
は
、
現
実
は
ど
う
な
の
か
。
短
観
か
ら

一
カ
月
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
、
明
る
い
材

料
が
い
く
つ
か
見
え
始
め
て
い
る
。
最
も
明

る
い
材
料
は
、
日
本
経
済
を
結
果
と
し
て
大

き
く
左
右
し
て
い
る
輸
出
が
、
ど
う
も
底
を

打
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
だ
。
財
務

省
の
貿
易
統
計
に
よ
る
と
、
三
月
の
日
本
の

輸
出
数
量
は
、
世
界
全
体
で
前
年
同
月
比
マ

四 二
〇
〇
九
年
度

は
新
戦
略
の

段
階
に川

北
英
隆
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都
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学
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経
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（単位：億円）�●大企業の経常利益の推移 （日銀短観に基づいて作成）�

174,814

全産業�製造業�非製造業�

87,450

93,481 174,26980,788

97,049 187,14690,097

85,281 163,93678,655

41,942 103,78761,845

12,675 72,12859,453

79,112 156,00676,894

-11,098 41,61052,708
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